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市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

今
年
の
大
雪
は
、
一
月
上
旬
と
一

月
末
か
ら
二
月
に
か
け
山
場
が
き
ま

し
た
。

特
に
、
二
月
に
入
っ
て
か
ら
は
連
日

の
大
雪
に
国
・
県
・
市
道
の
除
排
雪
が

追
い
つ
か
ず
、
道
路
の
通
行
止
め
や
圧

雪
・
堆
雪
に
よ
る
渋
滞
が
発
生
。
除
雪

機
械
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
人
員
が

不
足
し
、
県
内
他
地
域
や
県
外
か
ら
も

借
り
入
れ
、
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

家
庭
で
も
除
雪
・
雪
下
ろ
し
に
追
わ

れ
、
作
業
中
の
事
故
が
発
生
す
る
な

ど
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
ま

し
た
。

交
通
と
安
全
の
確
保
の
た
め

市
道
除
雪
を
最
優
先

除
雪
車
が
出
動
す
る
の
は
、
午
前
三

時
現
在
の
降
雪
量
が
十
セ
ン
チ
以
上
の

場
合
で
す
。

ま
た
、
風
雪
に
よ
り
吹
き
だ
ま
り
が

発
生
し
交
通
に
支
障
が
生
じ
た
場
合

や
路
面
に
輪
だ
ち
が
生
じ
交
通
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
、
積
雪
に
よ
り
道
幅

が
狭
く
幅
出
し
（
道
幅
の
確
保
）
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
出
動
し
ま

す
。
市
道
の
除
雪
は
午
前
七
時
三
十
分

ま
で
に
作
業
が
完
了
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

十
六
年
度
の
市
道
の
除
雪
路
線
は
、

延
長
二
〇
四．

三
キ
ロ
。
主
要
幹
線
道

路
、
バ
ス
路
線
、
地
域
的
に
主
要
な
道

路
・
公
共
施
設
へ
の
道
路
な
ど
で
す
。

除
雪
体
制
の
主
力
は
機
械
除
雪
。

除
雪
車
は
、
直
営
・
委
託
合
わ
せ
て
八

十
四
台
。
除
雪
路
線
は
全
面
委
託
で

す
が
、
直
営
除
雪
と
し
て
、
主
要
路
線

の
排
雪
作
業
や
除
雪
に
よ
り
狭
く
な
っ

た
道
路
の
幅
出
し
を
重
点
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
私
道
（
生
活
道
路
）に
つ
い
て

も
、
沿
線
住
民
の
協
力
を
得
て
、
四
十

三
キ
ロ（
三
二
三
件
）の
生
活
道
路
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

○雪害事故防止の市民への広報
○雪崩発生危険箇所等パトロール
○夜間排雪作業の実施
○雪捨て場の確保（4カ所）
○道路除排雪作業への市職員の動員延べ174人
○水上がり応急処理37件／市職員の動員延べ435人
○学校施設の安全点検
○小中学校・保育所等の除排雪の実施ならびに避難路の確保
○通学路の安全パトロールの実施
○一人暮らし老人世帯等の雪下ろし51件
玄関前通路等除雪26件

○生活保護世帯の雪下ろし11件
○市施設の安全確保・除排雪

豪雪対策の主なもの
【新庄市豪雪対策本部】（2月13日現在）

暖
冬
か
ら
一
転
し
て
突
然
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
今
年
の
冬
。

連
日
、
市
民
総
出
の
除
排
雪
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
二
月
一
日
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
。

交
通
の
確
保
と
雪
害
事
故
の
防
止
を
第
一
に

全
庁
体
制
で
対
策
に
あ
た
り
ま
し
た
。

も
う
一
度
、
豪
雪
地
新
庄
の
克
雪
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

圧雪と路肩堆雪のため交通渋滞 懸命に雪下ろし・除排雪

四
年
ぶ
り
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
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雪
と
の
闘
い
の
歴
史

新
庄
市
で
積
雪
観
測
が
始
ま
っ
た
の

は
明
治
三
十
五
年
。
観
測
史
上
の
最
大

積
雪
は
昭
和
三
年
〜
四
年
と
昭
和
十

年
〜
十
一
年
の
二
五
〇
セ
ン
チ
。
次
い
で

昭
和
四
十
八
年
〜
四
十
九
年
の
二
三
六

セ
ン
チ
。
最
近
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
に

百
九
十
セ
ン
チ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
国
の
豪
雪

地
帯
に
指
定
さ
れ
、
国
の
補
助
制
度
の

も
と
、
機
械
除
雪
・
消
雪
道
路
の
整
備
な

ど
の
雪
対
策
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
二
年
に
は
総
合
雪
対
策
基
本

計
画
を
定
め
、
克
雪
・
利
雪
な
ど
の
総

合
的
な
雪
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
昨
年
三
月
策
定
し
た
第
二
次

総
合
雪
対
策
基
本
計
画
に
基
づ
く
実
施

計
画
に
よ
り
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
源
確
保
の
た
め

試
験
通
水
を
実
施

地
域
で
の
除
排
雪
の
有
効
な
手
段
と

な
る
流
雪
溝
は
、
現
在
十
九
地
区
・
約

四
四
キ
ロ
で
管
理
組
合
の
も
と
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
流
雪
溝
の
水
不
足
解
消

の
た
め
、
十
四
年
度
と
十
五
年
度
の
二

カ
年
度
に
わ
た
り
、
最
上
川
か
ら
取
水

し
試
験
通
水
を
実
施
。
今
年
度
は
一
月

二
十
二
日
か
ら
二
月
七
日
ま
で
の
間
、

小
以
良
川
ダ
ム
を
活
用
し
た
試
験
通
水

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
検
証
結
果

を
踏
ま
え
、
確
実
な
水
源
確
保
対
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

課
題
は
流
雪
溝
の
整
備
と

雪
処
理
の
マ
ナ
ー

雪
を
克
服
し
た
快
適
な
生
活
環
境

の
整
備
の
た
め
に
は
、
広
い
道
路
を
整

備
し
て
い
く
道
路
改
良
や
流
雪
溝
の
整

備
が
重
要
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
投
雪

時
間
や
ル
ー
ル
を
守
り
、
水
上
が
り
な

ど
の
事
態
を
招
か
な
い
よ
う
地
区
で
互

い
に
気
を
つ
け
、
協
力
し
合
う
こ
と
が

何
よ
り
必
要
で
す
。

高校生も参加した除排雪ボランティア
「最上スノーバスターズ」（2月11日）

一人暮らし老人世帯のボランティア除雪を行った建設
業協会最上支部（2月7日）

仁間（高田橋）雪捨て場

0 50 100 150 200 250cm

昭和37年 126
38年 177
39年 113
40年 157
41年 110
42年 143
43年 232
44年 145
45年 145
46年 92
47年 49
48年 87
49年 236
50年 142
51年 133
52年 172
53年 180
54年 76
55年 189
56年 188
57年 145
58年 135
59年 190
60年 131
61年 データなし 
62年 74
63年 

平成元年 
146

65
2年 101
3年 135
4年 93
5年 81
6年 117
7年 113
8年 154
9年 91
10年 データなし 
11年 85
12年 116
13年 166
14年 134
15年 111
16年 107
17年 169

雪処理のマナー
○敷地内や屋根の雪を道路に出さない

○流雪溝には機械で投雪しない（水上がりの原因になります）

○投げ終わったら流雪溝にふたをする

最深積雪データ（山形地方気象台）

全職員体制で連日、除排雪・水上がり対応に動員

楽雪 親雪克雪
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雪
国
の
冬
を
思
い
切
り
楽
し
も
う
と

雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
市
民
が
新
庄
の
冬
を
満
喫
し
ま
し
た
。

運営を手伝った高校生ボランティア 雪まつり前夜祭（2月11日／ゆめりあ） 新庄商工会議所婦人部による納豆汁振る舞い

今年のメイン雪像は古民家

雪像製作協力の陸上自衛隊第20普通科連隊の皆さん

今年8月開催の新庄まつり250年祭をアピール（2月12日） 今年8月開催の新庄まつり250年祭をアピール（2月12日） 
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スノーボールバトル２００５

雪上ソフトバレーボール大会

雪上すもう大会

民謡・カラオケ・舞踊合同発表会

元気に踊りを披露

雪上宝さがし

第2回 雪の里情報館雪まつり 2月12日U～13日O

石川町町内会・婦人会・成年会・子供会が作った雪像が出迎える雪の里

情報館で、雪上ソフトバレーボール大会、歴史講演会、朗読会、民話語り、

郷土芸能発表など多彩な催しが行われ、多くの市民でにぎわいました。

大人気のキャラクターショー

楽雪 親雪克雪

今年8月開催の新庄まつり250年祭をアピール（2月12日） 今年8月開催の新庄まつり250年祭をアピール（2月12日） 
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第
4
回

市
民
ス
キ
ー
大
会

2
月
11
日
T
／
市
民
ス
キ
ー
場

今
年
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
四
十
四
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

二
本
ず
つ
滑
降
し
て
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

部
門
別
優
勝
者

【
小
学
生
低
学
年
男
子
】三
浦
　
洸
夢（
沼
田
）

【
小
学
生
中
学
年
男
子
】小
田
　
良
祐（
沼
田
）

【
同
女
子
】

吉
田
　
美
紅（
新
庄
）

【
小
学
生
高
学
年
男
子
】塚
田
　
好
顕（
新
庄
）

【
同
女
子
】

齊
藤
　
美
花（
北
辰
）

【
中
学
生
男
子
】

森
　
　
一
貴（
新
庄
）

【
同
女
子
】

齊
藤
佳
菜
子（
日
新
）

【
一
般
男
子
】

沼
沢
　
稔（
東
山
町
）

【
同
女
子
】

小
嶋
え
み
子（
萩
野
）

【
シ
ニ
ア
男
子
】

吉
田
　
　
博（
松
本
）

【
同
女
子
】

星
川
　
満
子（
仁
間
）

新
庄
市
ス
キ
ー
連
盟
や
新
庄
民
話
の
会
な
ど

市
民
愛
好
団
体
の
運
営
協
力
の
も
と
、

雪
に
親
し
み
冬
を
楽
し
む
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
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こども語りの魅力
民話には、子どもたちが成長し自立していくのに必要な

心構えや知恵がたくさん込められています。何世代にもわた

り語り継がれ、今も数多く残る新庄の民話。10歳から82歳

まで25人の語り手が「冬語り」を披露しました。

語り手（各民話クラブ）／芳賀大介（本合海小）、中嶋彩

（萩野小）、本間千聡（日新小）、大沼祥哉（昭和小）、笹原

沙知（北辰小）、山科崇暁（泉田小）、地元語り部（新庄民

話の会）／鈴木久子、小山貞子、熊谷勝保、山科千代、

伊藤妙子、ゲスト（秋田県・雄勝民話の会）／高橋ヤス、藤

原晴子、中川文子

語り手（各民話クラブ）／松田桃依（萩野小）、多賀部健太

（泉田小）、樋渡渚紗（本合海小）、 橋千明（昭和小）、遠

藤桂花（北辰小）、地元語り部（新庄民話の会）／鈴木敏

子、渡部豊子、ゲスト（秋田県・雄勝民話の会）／備前ムツ、

鈴木賢治、本間智佐子、特別出演ゲスト／庄司永建

【第2部】語りに見る「こころ話」の世界

【第1部】語りに見る「笑い話」の世界

第19回 みちのく民話まつり・冬語り
新庄語り文化フェスティバル
2月26日U／新庄ふるさと歴史センター

む
が
す

と
ん
と

あ
っ
た
け
ど
・
・
・

ど
ん
び

す
か
ん
こ

ね
え
け
ど
・
・
・

楽雪 親雪克雪
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果
的
な
情
報
の
伝
達
体
制
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

【
環
境
課
】

市
は
、
市
税
な
ど
の
未
収
金
に
つ
い

て
、
平
成
十
六
年
六
月
か
ら
「
歳
入
確

保
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、
歳
入
確

保
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

市
税
の
中
で
未
収
金
額
が
一
番
多
い

の
が
固
定
資
産
税
で
す
。
長
引
く
景
気

低
迷
か
ら
店
舗
や
工
場
な
ど
が
休
業

や
廃
止
、
倒
産
し
、
大
き
な
固
定
資
産

を
保
有
す
る
事
業
所
の
滞
納
が
累
積
未

収
金
と
な
り
、
市
税
滞
納
額
増
加
の
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
で

働
い
て
い
た
人
も
リ
ス
ト
ラ
や
休
業
な

ど
で
職
を
失
い
、
未
納
す
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
ま
す
。

未
収
金
の
回
収
策
と
し
て
は
、
滞
納

と
な
っ
た
原
因
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
納
付
能
力
が
あ
る
の
に

滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
強
制
処
分
と

し
て
差
し
押
さ
え
な
ど
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
市
税
な
ど
口
座
振
替
の
加
入

促
進
を
図
っ
て
お
り
、
未
加
入
者
に
は

個
別
訪
問
し
て
勧
め
て
い
ま
す
。
加
入

率
を
高
め
、
納
期
内
納
付
を
促
進
す
る

会｣を開催

こ
と
が
未
収
金
増
加
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

今
後
も
、
二
十
年
度
ま
で
の
財
政
再

建
期
間
中
、
年
度
ご
と
に
徴
収
率
の
目

標
値
を
設
定
し
、
組
織
体
制
や
口
座
振

替
の
促
進
、
滞
納
処
分
の
強
化
な
ど
を

柱
に
き
め
こ
ま
か
な
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

【
税
務
課
】

職
員
の
接
客
態
度
や
仕
事
に
対
す

る
意
識
高
揚
に
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か

ら
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

「
接
遇
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
り
全
職
員

に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
か
ら

八
月
に「
さ
わ
や
か
運
動
」
を
実
施
し
、

接
客
や
電
話
対
応
に
つ
い
て
職
員
の
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
意
見
は
職
員
に
周
知
し
、
改

善
に
向
け
職
員
同
士
で
議
論
し
て
い
ま

す
。年

頭
の
訓
示
で
市
長
は
、「
今
年
は

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
〝
て
い
ね
い
〞
に
仕

事
を
す
る
よ
う
に
」と
指
示
し
ま
し
た
。

仕
事
に
慣
れ
る
と
〝
て
い
ね
い
〞
を
忘

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
常
に
注
意

し
て
い
き
ま
す
。

【
総
務
課
】

高
齢
者
支
援
と
し
て
は
、
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
そ
れ

を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
は
自
立
支
援

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
よ
り
解
決
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
そ
れ
自
体
が
自

分
の
余
暇
活
動
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
た
め
急
用
が
発
生
し
た
場
合
に
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
と
る
こ
と

は
難
し
く
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
家
政

婦
な
ど
の
定
期
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
し
な
い
緊
急
時
や
急
用
時
に
対
応
す

る
に
は
、「
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な

協
力
員
」
と
し
て
、
日
常
の
見
回
り
・

災
害
発
生
時
に
適
切
に
対
応
す
る

に
は
、
被
害
状
況
を
迅
速
か
つ
正
確
に

把
握
し
、
市
民
に
対
し
て
早
く
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
は
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の
安
全

確
保
を
最
優
先
に
、
広
報
車
や
消
防
・

警
察
車
両
を
使
っ
た
広
報
活
動
、
徒
歩

で
の
連
呼
・
戸
別
確
認
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
に
よ
り
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

し
か
し
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

在
宅
の
寝
た
き
り
療
養
者
・
身
体
障
害

者
・
乳
幼
児
な
ど
災
害
時
に
お
け
る
要

援
護
者
に
は
情
報
提
供
と
救
護
活
動

を
同
時
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
市
は
、

安
否
情
報
の
収
集
や
ケ
ア
に
つ
い
て

「
災
害
弱
者
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し

対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
隣

り
近
所
、
地
域
の
人
々
に
よ
る
救
護
活

動
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
は
県
と
と
も
に
、
昨
年
の

新
潟
県
中
越
地
震
や
豪
雨
災
害
を
踏

ま
え
、
地
域
防
災
計
画
の
実
効
性
を

検
証
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
効
果
的

な
情
報
伝
達
の
方
法
に
つ
い
て
検
証

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
効

新
庄
市
連
合
婦
人
会
と
新
庄
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
二
つ
の
団
体
と
「
市
長
と
語
る
会
」
を

市
民
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
開
催
し
、
各
団
体
の
要
望
や
提
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
市
側
か
ら
「
行
財
政
改
革
大
綱
」に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

皆さんの声を市政に

災
害
時
の
迅
速
か
つ
的
確
な

情
報
提
供
の
方
法
は
？

高
齢
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

協
力
員
を
養
成
し
て
は
？

職
員
の
仕
事
へ
の
意
識
と

応
対
の
改
善
は
？

未
収
金
の
回
収
対
策
は
？
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｢市長と語る質問要望にお答えします

ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、
幼
稚

園
・
保
育
所
園
児
に
よ
る
「
ち
び
っ
こ
山

車
ま
つ
り
」
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
史
上
初
と
な
る
四
日
間
に
わ

た
り
、
新
庄
ま
つ
り
を
行
う
こ
と
で
よ

り
た
く
さ
ん
の
方
に
観
覧
し
て
い
た
だ

こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
山
車
を
引
い
て
み
た
い
と

い
う
観
光
客
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に

観
光
客
体
験
事
業
や
、
小
学
生
に
よ
る

「
ぼ
く
ら
が
選
ぶ
夢
山
車
二
百
五
十
年

大
賞
」の
表
彰
な
ど
も
行
い
ま
す
。

【
商
工
観
光
課
】

市
は
、
平
成
十
四
年
に
I
S
O
1
4

0
0
1
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
認
証
を
取
得
し
、
目
標
数
値
を
設

定
し
な
が
ら
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
室
内
温
度

は
、
全
庁
舎
で
夏
期
の
冷
房
を
28
℃

以
上
、
冬
期
の
暖
房
を
22
℃
以
下
に

設
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
多
く
の

市
民
が
訪
れ
る
窓
口
が
あ
る
課
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

経
費
に
つ
い
て
は
、
認
証
前
の
十
二

年
度
を
基
準
と
し
た
場
合
、
十
四
年
度

か
ら
十
五
年
度
ま
で
の
二
年
間
で
千
二

百
八
十
一
万
円
削
減
で
き
ま
し
た
。
認

証
取
得
・
維
持
経
費
三
百
二
十
九
万
円

を
差
し
引
く
と
九
百
五
十
二
万
円
が

削
減
の
効
果
と
い
え
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
省
エ

ネ
・
省
資
源
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
環
境
課
】

市
は
、
民
間
立
認
可
保
育
所
の
新
設

に
伴
う
保
育
所
入
所
定
員
の
拡
大
や
、

市
立
保
育
所
・
民
間
立
認
可
保
育
所

で
の
延
長
保
育
受
け
入
れ
時
間
の
拡

大
、
一
時
保
育
を
行
う
保
育
所
の
拡
大
、

屋
内
型
児
童
遊
園
「
わ
ら
す
こ
広
場
」

の
運
営
な
ど
、
子
育
て
に
関
わ
る
保
護

者
へ
の
支
援
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
市
民
団
体
な
ど
の
協
力
・

参
画
を
得
な
が
ら
施
策
の
一
層
の
推

進
を
図
り
、
既
存
の
公
共
施
設
で
利
活

用
で
き
る
も
の
が
あ
る
か
も
含
め
て

検
討
し
、
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

【
福
祉
事
務
所
】

見
守
り
の
延
長
と
し
て
行
う
こ
と
が
最

も
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

心
の
通
う
近
隣
関
係
が
構
築
で
き

る
よ
う
、
高
齢
者
の
い
つ
も
近
く
に
あ

る
近
隣
住
民
が
相
互
扶
助
の
意
識
を
も

っ
て
常
に
声
か
け
や
地
域
行
事
な
ど
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
実
践
行

動
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
を

担
う
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成
な
ど
活
動
の
調
整
を
図
り
、

市
も
高
齢
者
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た

め
の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
福
祉
事
務
所
】

記
念
事
業
と
し
て
、「
山
車
人
形
の
図

録（
六
月
発
刊
）」「
保
存
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク（
七
月
発
刊
）」の
作
成
、
ふ
る
さ
と
歴

史
セ
ン
タ
ー
で「
新
庄
ま
つ
り
山
車
人
形

特
別
展（
七
月
〜
九
月
）」、
中
心
商
店

街
を
舞
台
と
し
た「
商
店
街
賑に

ぎ

わ
い
創

造
事
業（
七
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
）」

「
新
庄
ま
つ
り
二
百
五
十
年
祭
記
念
パ
レ

ー
ド（
八
月
二
十
七
日
）」
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

賑
わ
い
創
造
事
業
は
、
七
月
二
十
三

日
に
「
新
庄
ま
つ
り
二
百
五
十
年
祭
オ

こ
の
ほ
か
質
問
・
要
望
と
し
て「
郵
政
民
営
化
と
敬
老
会
、
道
路
・
交
通
の
危
険
防
止
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
と
一
時
停
止
線
の
新
設
、
道
路
側
溝
ふ
た
の
設
置
、

就
労
場
所
の
確
保
、
商
店
街
の
生
き
残
り
対
策
、
市
民
認
識
度
調
査
、
議
員
定
数
・
報
酬
の
削
減
、
道
路
や
雪
捨
て
場
の
除
排
雪
、
地
域
公
民
館
の
活
用
」が
、
提
案
と
し
て

「
ご
み
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る
罰
則
、保
育
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
窓
口
と
支
援
シ
ス
テ
ム
、男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

新
庄
ま
つ
り
二
百
五
十
年
祭
を

ど
う
盛
り
上
げ
る
？

庁
舎
内
の
室
温
設
定
な
ど

市
の
経
費
削
減
策
は
？

子
育
て
支
援
体
制
の

早
期
確
立
を
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B

改
革
を
徹
底
的
に
強
化

市
は
、
こ
れ
ま
で
財
政
健
全
化
に
向

け
て
対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
十
六

年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
国
の
地
方
財

政
計
画
に
よ
り
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
地

方
交
付
税
が
前
年
度
比
で
十
二
％
削
減

さ
れ
ま
し
た
。
本
市
へ
の
影
響
額
も
六
億

円
に
の
ぼ
り
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

中
期
財
政
試
算
で
は
、
特
別
な
対
策

を
講
じ
な
い
限
り
十
六
年
度
か
ら
大
き

な
財
源
不
足
が
生
じ
、
二
十
年
度
ま
で

の
累
積
赤
字
は
三
十
四
億
円
に
上
る
試

算
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
七
月
、「
財
政
再
建

計
画
」を
策
定
し
、
健
全
化
に
向
け
て
集

中
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
十
六
年
度
に
つ
い
て
は
、
赤
字
を

出
す
こ
と
な
く
乗
り
切
れ
る
見
込
み
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
引
き
続
き
財

政
再
建
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

B

財
政
再
建
へ
の
基
本
戦
略

●
こ
れ
ま
で
も
人
件
費
や
事
務
執
行
経

費
な
ど
の
内
部
管
理
経
費

を
削
減
し
て
き
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
厳
し
い
レ
ベ
ル
で
経
費

を
削
減
し
ま
す
。

●
限
ら
れ
た
財
源
で
最
大

の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、

事
務
事
業
の
優
先
度
、
行

政
関
与
の
妥
当
性
を
検
証

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
を

図
り
ま
す
。

B

取
り
組
み
の

ポ
イ
ン
ト

財
政
の
構
造
上
、
他
市
に
比
べ
支
出

の
割
合
が
高
い
人
件
費
・
公
債
費
と
、

補
助
費
等
（
ほ
と
ん
ど
が
最
上
広
域
組

合
分
担
金
）の
削
減
を
ポ
イ
ン
ト
に
財

政
再
建
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
件
費
と
は
、市
長
、助
役
、収
入
役
、

教
育
長
や
一
般
職
員
、
さ
ら
に
議
員
、

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
、
給
料
、
各
種

手
当
、
共
済
費
事
業
主
負
担
分
、
退
職

手
当
組
合
負
担
金
等
の
総
称
で
す
。

●
給
与
の
削
減

市
長
の
期
末
手
当
七
十
七
％
カ
ッ
ト

を
は
じ
め
一
般
職
員
、
議
員
等
の
給
与

カ
ッ
ト
に
よ
り
十
六
年
度
単
年
度
で
一

億
二
千
万
円
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
職
員
数
の
削
減

給
与
と
と
も
に
職
員
数
も
削
減
し
、

人
件
費
の
削
減

人
件
費
全
体
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
十

六
年
度
は
五
人
の
退
職
に
対
し
て
一
人

の
採
用
に
と
ど
め
、
さ
ら
に
十
七
年
度

は
十
六
年
度
末
の
退
職
者
が
十
五
人
い

ま
す
が
補
充
し
ま
せ
ん
。

公
債
費
と
は
、
学
校
、
市
営
住
宅
、
道

路
な
ど
の
施
設
建
設
時
に
財
源
と
し
て

活
用
し
た
市
債（
市
の
借
金
）の
元
利
償

還
金
を
い
い
ま
す
。

新
規
の
借
入
れ
を
抑
え
な
が
ら
、
計

画
的
に
返
済
し
、
後
年
度
負
担
の
増
に

な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
十

六
年
度
末
の
市
債
残
高
は
二
百
二
億
四

千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
額
は
十
一

年
度
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
下
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
償
還
金（
公
債
費
）も

十
五
年
度
を
ピ
ー
ク
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。

公
債
費
の
削
減

困難な状況を乗り越え健全財政を維持するために

財政再建の取り組み
昨年7月に策定し広報8月号でその概要をお知らせした｢新庄市財政再建計画｣。
平成16年度から20年度までの5カ年で集中的に財政健全化対策を進め、

健全で持続可能な自治体経営を行っていこうというものです。
今回は、16年度における財政再建の取り組みの状況をお知らせします。

人件費 

類似団体比較（平成14年度決算構成比） 
 全国類似団体を100とした場合の比較 

扶助費 

200

150

100

50

0

公債費 

物件費 

新庄市 類似団体 

維持補修費 

補助費等 

積立金 

投資・出資・ 
貸付金 

繰出金 

投資的経費  

118

70

131

84

350

153

86

32

106

59

 ※維持補修費が飛びぬけて多くなっているのは、 
除排雪経費が多いためです。 
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旧　　　　　　　　　　 新

（企 画 調 整 課 ＋ 財 政 課）→

（都 市 開 発 課 ＋ 建 設 課）→

（教育委員会管理課 ＋ 学校教育課）→ 学校教育課

都市整備課

政策経営課

最
上
八
市
町
村
が
共
同
で
消
防
、
ご

み
・
し
尿
処
理
、
ゆ
め
り
あ
の
管
理
運
営

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
広
域
事
業

に
お
い
て
も
行
財
政
改
革
を
進
め
、
十

六
年
度
の
新
庄
市
分
は
十
五
年
度
に

比
べ
一
億
三
千
三
百
万
円
縮
減
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
最
上
八
市
町
村
と
山
形
県
が

出
資
し
て
設
置
し
た
「
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
基
金
」の
一
部（
市
・
県
出
資
分
）

三
億
七
千
万
円
を
活
用
し
て
、
今
後
大

幅
に
増
え
る
広
域
公
債
費
の
市
負
担
分

を
各
年
度
に
平
均
化
（
平
準
化
）し
ま

す
。
財
政
再
建
期
間
中
に
お
い
て
は
表

の
と
お
り
平
準
化
し
、
当
面
の
財
政
危

機
乗
り
切
り
策
の
ひ
と
つ
と
し
ま
す
。

最
上
広
域
組
合
分
担
金
の
削
減

平
準
化
分
の
三
億
七
千
万
円
は
二
十

二
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の
各
年

度
で
七
千
四
百
万
円
ず
つ
の
負
担
増
に

な
り
ま
す
。

B

今
後
の
取
り
組
み

地
方
財
政
計
画
で
は
、
十
七
年
度
の

地
方
交
付
税
は
十
六
年
度
並
み
に
確
保

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
地
方
六

団
体
が
団
結
し
て
財
源
確
保
の
た
め
国

と
協
議
を
進
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交
付
税
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

新
庄
市
の
十
七
年
度
予
算
は
十
六
年
度

の
よ
う
な
混
乱
も
な
く
編
成
作
業
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
国
の
三
位
一
体
改
革
で
は

十
六
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で
の
三
年

間
で
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
が
三
兆

円
で
、
そ
れ
に
替
わ
る
税
源
移
譲
は
二
兆

四
千
億
円
に
と
ど
ま
り
、
不
足
す
る
六

千
億
円
に
つ
い
て
は
地
方
に
お
い
て
事
務

の
効
率
化
や
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
り
生

み
出
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、
今
後
、
地

方
交
付
税
は
圧
縮
さ
れ
る
と
考
え
て
財

政
運
営
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
状
況
に
応
じ
て
財
政
再
建
計
画
を

見
直
し
な
が
ら
、
内
部
経
費
の
削
減
・
サ

ー
ビ
ス
の
見
直
し
・
最
適
化
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市の組織をよりスリムで効率的にするため、4月から組織

を見直します。

市民の皆さまにわかりやすく、不便をきたさないことを前提

にして、複数課に共通する目標に向かって一体的に取り組

む組織づくりを進めるものです。

具体的には、次のように課を再編します。

● の新設は、市の大きな課題である財政再

建を着実に果たしながらも、必要な施策を確実に進める

ため、企画調整課が担ってきた政策・施策の立案や事業

査定と財政課が担ってきた財政運営や予算査定を一体的

に行うための再編です。

● の新設は、新たな投資が減少する中、今

後の都市機能の整備をハード面に限らず、計画づくりから

実行までを一体的に進め、既存の都市機能を最大限有

効に活用したまちづくりを進めるための再編です。

● の新設は、小中学校の教育振興について

は管理課と学校教育課2つの課が担当していますが、教

育指導・施設管理など学校教育に関する事務を一体的に

進め、効率化を図るための再編です。

学校教育課

都市整備課

政策経営課

この組織の見直しにより、市役所の課は、現在の24課体制から来年度には21課体制となります。

◎詳しくは、総務課行政改革推進室へ。1内線215・218

財政再建計画の詳しい内容は、市のホームページでも見ることができます。

◎詳しくは、財政課財政運営室へ。1内線231・232

シリーズ 行財政改革  行行財政改革  行財政改革 

4月から市役所の組織の一部が変わります

最上広域公債費純負担額（新庄市分）の平準化（百万円）

効果額平準化《後》平準化《前》

△34356390H16

△66309375H17

△99419518H18

△103422525H19

△68459527H20

△3701,9652,335計

組織の見直し
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健康メモ

花粉症の予防はお早めに!
花粉症は、花粉によって生じるアレルギー疾患の総称で、

主にアレルギー性の鼻炎や結膜炎が生じます。
花粉症はスギ花粉によるものが多く、今春は、全国的に観

測史上1、2位を争う多さの花粉量が予想されています。花粉
症の人は重症化が、花粉症でない人も発症する可能性が指
摘されています。花粉情報は、天気予報やインターネットなど
で知ることができます。山形県では例年3月下旬ころにスギ
の花粉が飛散しますので、早めに予防対策を始めましょう。
花粉症の人は、花粉の飛び始める2週間くらい前から病院

で抗アレルギー薬の治療を始めるのが効果的です。
花粉の飛散が多いときは、外出を控える、外出時にマスク

やメガネを着用する、家の窓や戸を閉めておく、洗濯物を外に
干さないなどの対策を行いましょう。外出後は､玄関口で服
の花粉を払い落とす、うがいや洗顔、鼻をかむなどの予防も
大切です。また、規則正しい生活やバランスのとれた食事を
心がけましょう。タバコは粘膜を傷つけるので避けましょう。
花粉症の症状が現れたら、症状に合わせて点鼻薬や点眼

薬の処方を受けるなど治療を行いましょう。
これまで花粉症でなかった人も、「鼻のムズムズ」や「目の
かゆみ」などで「花粉症かな？」と思ったら、早めに医療機関
で受診しましょう。
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。 1内線513～516

4月から国民年金が次のように変わります

なんでもQ&A

新庄市のごみ袋は他の市より高いのでは？

新庄市では、ごみ指定袋の代金にごみ処理費用の一部を
上乗せした「ごみ有料制」を採用しています。県内では、村山地
区の一部、置賜地区、最上地区で採用されています。一方で、
有料制をとっていない市町村もあるため袋代に違いがあります。
新庄市では平成11年度にごみ有料制を導入しました。それ

までは、ごみの処理費用は、すべて市民の皆さんからいただい
た税金でまかなっていました。しかし、使い捨て製品の増加に
よりごみ処理費用が増大し、環境への影響も大きくなってきて
いました。そこで、市民の皆さんにごみ問題に関心を持ってい
ただき、ごみの減量化に取り組んでいただけるよう有料制を導
入したのです。また、ごみ減量に取り組んでいる人とそうでない
人との負担の公平を図るという意味もあります。
ごみ有料制は国も推奨しており、今後導入する市町村は増
えると思われます。新庄市では、びん類・缶類・ペットボトル・紙
パックは資源として無料で収集しており、昨年11月からは新た
な食品トレー回収システムも始まりました。また、紙類・衣類・
リターナブルびんは、町内会・子ども会などの資源回収に出し
ていただくようご協力をお願いしています。
一手間かけていただくことでごみを減らすことができ、ごみ

袋代の節約はもとより、資源保護や環境保全に貢献できるこ
とになります。どうぞ、一層のご理解とご協力をお願いします。
◎詳しくは、環境課環境保全室へ。1内線430

保険料が280円引き上げられ毎月13,580円になります。
※平成18年度以降も毎年280円ずつ引き上げられ、29年度以降
16,900円で最終保険料として固定されます。
※各年度において、一人あたり賃金に変動が合った場合は、各年
度それぞれ賃金変動率をかけた額が実際の保険料となります。

国民年金保険料を口座振替で納める場合、現在は翌月
に引き落としになりますが、これを1カ月早く当月引き落と
し（早割）にすると、保険料が月40円割引になる早割制
度ができました。
※早割の申し込みはいつでも受け付けていますが、4月分の保険
料から早割にするには3月20日ごろまでにお申し込みください。

さらに口座振替により保険料をまとめて納めた場合（前納）、

例えば1年分をまとめて納めると、年間3,420円の割引になり

ます。
※4月分から前納するには3月20日ごろまでにお申し込みください。

20歳代の被保険者（学生を除く）
の方の場合、ご本人および配偶
者の所得がそれぞれ基準に該当
すれば、国民年金の保険料の納
付が猶予される制度ができました。
※若年納付猶予制度の対象となる所得の目安は次のとおりです。
単身世帯＝57万円、夫婦世帯＝92万円、4人世帯＝162万円

扶養者控除がないため若者に多い単身世帯に厳しいも
のとなっていた保険料申請免除および学生納付特例の
所得基準が、単身世帯を中心に緩和されます。
※目安は次のとおりです。

◎詳しくは、新庄社会保険事務所122-2050、市民課国
民年金担当1内線134へ。

Œ

Å

口座振替割引制度（早割）で

保険料が割引に

保険料が13,580円に 新たに若年者納付猶予

制度が創設されました

口座振替でまとめて納める（前納）と

さらにお得に

申請免除・学生納付特例の所得基準が

一部緩和されます

半額免除・学生納付特例全額免除

068万円35万円改正前

118万円57万円改正後

ネッキーくん
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いきいき

新庄人 新しいことに挑戦！

京野秀美さん（北町）

早
い
も
の
で
平
成
十
六
年
十
二
月
一

日
、「
山
形
プ
ラ
ザ
ゆ
と
り
都
」が
オ
ー
プ

ン
以
来
十
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
平

成
七
年
は
神
戸
大
地
震
、
日
本
中
を
震

撼
さ
せ
た
サ
リ
ン
事
件
の
発
生
と
大
変

な
年
で
し
た
。
こ
の
十
年
間
、
無
我
夢
中

で
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う

間
の
出
来
事
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
ば
処
出
羽
香
庵
も
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
と
し
て
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
で
紹

介
さ
れ
、
す
っ
か
り
東
京
で
の
存
在
感
が

認
め
ら
れ
、
盛
況
な
日
々
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
近
年
、
虎
ノ
門
か
い
わ
い
か
ら
の

事
務
所
移
転
が
激
し
く
、
ご
承
知
の
と
お

り
丸
の
内
、
お
台
場
、
溜
池
、
六
本
木
ヒ

ル
ズ
な
ど
の
高
層
ビ
ル
の
建
築
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
わ
た
し
ど
も
の
店
も
多
大
な

影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
文
部
科
学

省
が
三
年
後
に
三
十
八
階
建
て
の
高
層

ビ
ル
二
棟
を
建
築
す
る
よ
う
で
、
現
在
工

事
が
進
行
中
で
す
。
一
時
期
、
行
政
機
関

の
地
方
分
散
な
ど
政
府
が
いっ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
ま
す
ま
す
東
京
一
極
集
中
化
が

進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
高

齢
化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、
少
子
化
の
問
題

と
相
ま
っ
て
、
地
方
は
ま
す
ま
す
過
疎
化

が
進
む
の
で
は
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
所
用
で
山
形
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
昔
と
比
べ
る
と
中
心
部
の
人
通
り
が

少
な
く
、
県
都
で
も
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象

が
起
き
て
い
る
の
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

わ
が
故
郷
、
新
庄
も
同
じ
と
思
い
ま
す
が
、

何
と
か
皆
さ
ん
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
魅

力
あ
る
安
心
で
き
る
町
づ
く
り
を
陰
な

が
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
幸
い

な
こ
と
に
、
わ
た
し
の
店
が
あ
る「
山
形
プ

ラ
ザ
ゆ
と
り
都
」内
の
物
産
館
に
、
新
庄

の
名
産
く
じ
ら
餅
、
納
豆
、
煮
豆
、
漬
物

な
ど
が
売
ら
れ
て
お
り
、
懐
か
し
く
、
お

い
し
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
冬
は
例
年
に
な
い
大
雪
で
大
変
な

ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
新
庄
市
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
の
新
庄
ま
つ
り
二
百
五

十
年
祭
が
四
日
間
の
開
催
と
聞
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
帰
ろ
う
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

きで、祖父や父の仕事をする姿を見て育ってきました。だ

から家業として祖父が始めたこの仕事を父の代で終わら

せず、わたしもやりたいと思いました。

看板なんてだれでも簡単に描けると思っていましたが、

初めて手で書いたとき、ただ一本の直線を引くことさえで

きず、ペンキの濃さの調整も難しく筆が進みませんでした。

父からは“これは経験がものをいう。何度も練習を重ねる

しかない”と教えられましたが、この仕事が好きなのでが

んばれるし、まったく苦になりません。

最近は機械化され、手書きで看板を作るよりコンピュー

タの画面の中でデザインされたものを大型プリンターで

出力し張ることが多くなってきました。でも、わたしはこ

のような時代だからこそ、看板屋の原点ともいえる手書き

にこだわりたいと思います。手書きとコンピュータグラフ

ィックの融合を目指し、看板だけにとらわれない新しいこ

とに挑戦していき

たい、そして、自分

にしかできないも

のを作っていきた

いと思います」と

語る京野さんの瞳

は、夢に向かって

輝いています。

「どこまでやれるか試してみたかった」と語る京野さん

は、昨年10月に岩手県で行われた第42回技能五輪全国

大会・広告美術職種に県の代表として出場し、敢闘賞を受

賞しました。この大会は、23歳以下の若手技能者の技術

の向上を目指し、3つの課題を2日間で完成させ、その芸

術性と技能技術を競うものです。

「技能五輪のことを知ったとき、過去に父も同じ大会に

出場したことがあると聞いていたので興味もあり、出て

みたいと思いました。6月から県予選通過を目指し、看板

のことを基礎から父に教えてもらいました。8月に県予選

を通過し全国大会への出場が決まってから大会に向けて

一生懸命練習しましたが、当日は緊張してなかなかうまく

描くことができずに時間ばかりが過ぎてしまいました。し

かし、参加者の作品を見ることでその感性に触発され、

いい経験になったと思います」と京野さんは大会を振り

返ります。

「わたしは、今年3月に専門学校を卒業したら家業の看

板屋を継ぐつもりです。幼いころから絵を描くことが大好

開
業
十
年
目
を
迎
え
て

B

新
庄
藩
江
戸
家
老

鏡
　
弘
道
さ
ん

（
山
形
プ
ラ
ザ
ゆ
と
り
都
・
そ
ば
処
出
羽
香
庵
店
長
）



季節の話題・市政の動き・催しなどを 
紹介するページです 
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長寿100歳のお祝い
笹ツルヨさん（明治38年1月17日生まれ）が

満100歳を迎え、市からお祝いを贈りまし

た。笹さんは、若いころから農業にいそ

しみ、歌が大好き。自由を愛し、自分の

意志を貫く強さが長寿の秘訣とのこと。

今年1月からは、病院で療養しています。

平成9年に制定された長寿祝いを受けた

方は笹さんで14人目、今年度は4人となり

ました。

こどもふゆのつどい
市立図書館で「こどもふゆのつどい」を開

催しました。ガールスカウト、「かやのみ会」、

図書館職員が次々に披露する大型紙芝

居やパネルシアター、落語紙芝居、絵巻

絵本に子どもたちは大喜び。物語の世界

に引き込まれていました。また、高校生に

よる折り紙教室も好評。子どもたちは、冬

のひとときを心豊かに過ごしました。

北国から発進！
「雪国文化の地平を拓こう」を合言葉に

地域おこしの知恵を学ぼうと始められた

雪国シンポジウムも今年で16回目。パネラ

ーとして参加した大泉満佐子さんから「そ

の土地の素晴らしさは住む人でわかる。

自分の地域に誇りを持つことが大事。地

域・家族・夫婦でも協力し合い共生しな

くては自立できない」と相互理解と役割分

担の大切さが述べられるなど、活発な意

見交換が行われました。

一人ひとりが輝けるまちに
男女共同参画の視点からまちづくりを考

えようと「女も男も“わいわい”フォーラム」

が開催されました。朗読劇の後、「一人

ひとりが輝けるまち」をテーマにパネルディ

スカッションが行われ、「家族の協力で仕

事が充実し優しくなれた」「男女にとらわ

れずやりたいことができる社会にすること

が今の大人の責任です」と意見発表や

提言がありました。

▲多くの人でにぎわった第4回100円商店街（2月
13日／北・南本町商店街）

▲災害医療などについて学んだ雪国地域医療
講演会（2月20日／雪の里情報館）

▲「北国から発進の会」主催の雪国シンポジ
ウム（2月5日／雪の里情報館）

▲女も男も“わいわい”フォーラム（2月13日／
市民プラザ）

▲大型紙芝居などが行われた「こどもふゆのつどい」（2月5日／市立図書館）

▲長寿100歳を迎えた笹さんにお祝いを贈呈（2月8日）

14



しんじょう 
SH

IN
JO

  K
E

N
B

U
N

R
O

K
U

新庄のひなまつり展
旧城下町の新庄には古くから伝えられて

きた雛人形や雛道具が数多く残っていま

す。会場のふるさと歴史センターには、享

保雛・古今雛などの段飾り、土人形、錦

絵などがきらびやかに飾られています。4

月3日aまでの開催。（入館料／大人300

円、休館日／毎週火曜日・祝日の翌日）

▲新庄市体育表彰式（2月12日／ゆめりあ）

▲“新庄のおひなさま”がにぎやかに勢ぞろいしている「ひなまつり展」（2月2日～4月3日／ふるさと歴史センター）

15 広 報 3.9  2005

■あじさい表彰【教育文化振興関係】
森美里（新庄南高）＝税作文
後藤未来（沼田小）＝かんぽ作文
■奨励賞【スポーツ振興関係】
【小学生】空手／国分桃香（新庄）叶内史也（日
新）伊藤希恵（日新）仙台士才（本合海）土田秀
治（沼田）仙台充功（本合海）伊藤秀（日新）荒
川聡実（日新）柔道／伊藤美由希（日新）【中学
生】空手／土田ひかり（明倫)伊藤渚（日新）相
撲／加藤慧（八向）新相撲／蒲倉千佳（明倫）
ボウリング／越後裕哉（日新）【高校生】自転
車／三嶋花子（新庄神室産業）ボクシング／柳
谷久志（新庄神室産業）石川哲也（新庄神室産
業） 橋悠貴（新庄神室産業）柏倉圭吾（新庄
神室産業）田口一慧（新庄北）二戸和喜（新庄
神室産業）佐藤正樹（新庄神室産業）陸上／荒
木雅巧（新庄北定時制）阿部将美（新庄北定時
制）伊藤健（新庄北定時制）荒木友喜（新庄北
定時制）柔道／齋藤勇樹（新庄北定時制）【一
般】ソフトテニス／大友喜久子（下金沢町）樋口
敏子（昭和）高橋久美子（昭和）弓道／竹内憲
（万場町）【団体】柔道／丹野柔道、新庄北高定
時制柔道部空手／崇武館新庄支部バドミント
ン／山屋スポーツ少年団ミニバスケットボー
ル／新庄リトルラビッツスポーツ少年団軟式野
球／日新レッドスターズ
■奨励賞【教育文化振興関係】
【小学生】小野裕佳（泉田）＝体験作文、芳賀大
介（本合海）＝スピーチコンテスト【高校生】佐
藤唯（新庄南）＝書道、伊藤真理（新庄南）＝料
理コンクール、 橋弘嗣（新庄北定時制）＝写
真、石原恵子（新庄北定時制）＝書道【一般】
須貝裕樹（農業大学校）＝プロジェクト発表
【団体】昭和小学校＝教育実践活動、八向中学
校PTA＝優良PTA活動
■財団法人新庄市体育協会体育表彰
功労賞黒坂康二（小田島町）＝野球の指導普及
殊勲賞【中学生】空手／伊藤渚（日新）土田ひ

かり（明倫）新相撲／蒲倉千佳（明倫）
相撲／加藤慧（八向）【高校生】柔
道／齋藤勇樹（新庄北定時制）バド
ミントン／西田かおり（新庄北定時
制）陸上／荒木友喜（新庄北定時制）
阿部将美（新庄北定時制）ボクシン
グ／田口一慧（新庄北）二戸和喜（新
庄神室産業）佐藤正樹（新庄神室産
業）高橋悠貴（新庄神室産業）柏倉圭
吾（新庄神室産業）柳谷久志（新庄神
室産業）石川哲也（新庄神室産業）自
転車／三嶋花子（新庄神室産業）【一
般】ソフトテニス／高橋久美子（昭和）
大友喜久子（下金沢町）樋口敏子（昭
和）弓道／竹内憲（万場町）【団体】陸
上／新庄北高定時制陸上部柔道／
新庄北高定時制柔道部　奨励賞【小
学生】空手／土田秀成（沼田）加藤大
貴（日新）仙台充功（本合海）土田秀
治（沼田）国分円香（新庄）仙台士才
（本合海）【団体】バドミントン／山屋
スポーツ少年団ミニバスケットボー
ル／新庄リトルラビッツスポーツ少
年団空手／新庄市空手道スポーツ
少年団柔道／丹野柔道スポーツ少
年団

■第26回新庄市総合体育大会（1
位のみ掲載）【剣道】小学4年生以下
の部／男子中村聡司郎（新庄錬成会）
女子安達香奈子（新庄錬成会）小学5
年生以上の部／男子中村慎乃輔（新
庄錬成会）女子小関陽子（新庄錬成
会）中学生の部／男子草刈康太（新
庄）女子工藤真衣（新庄）高校生の
部／男子齋藤優（新庄北）女子今埜
紗代（新庄北）一般／男子金沢優（新
庄地区連盟）女子中島真理子（新庄
南教諭）【ハンドボール】一般の部／
航空電子HC高校生の部／新庄神室
産業A【バレーボール】一般の部／男
子北新会女子Mint中学女子の部／
明倫家庭婦人の部／すずかけB【卓
球】中学生の部／男子渡部宏次郎（日
新）女子大場奈々絵（新庄）高校生の
部／男子佐藤忍（新庄東）女子星川
梨菜（新庄南）一般の部／男子芳賀
透匡（リンクズ）女子高橋瞳（リンクズ）
壮年の部／男子鈴木宏（南部卓球）
女子五十嵐優子（新庄卓球愛好会）
■第43回かんぽ作文コンクール
日本郵政公社総裁賞
後藤未来（沼田小5年）

栄 光 を た た え て

高 

高 



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

16

市役所122-2111622-0989

野菜づくりに汗をかいて、収穫の楽しみ
を味わってみませんか。
○ところ 下西山地区
○区画面積 1区画約50㎡
○入園料金 1区画3,000円
○申し込み 3月25日Fまで
農林課にある所定の用紙で

◎希望者多数の場合は抽選となります。
詳しくは、農林課農林振興室へ。

1内線261

「産直まゆの郷」

市民農園入園者募集
▼
対
象
成
人
20
人

▼
と
き

4
月
〜
18
年
3
月
の
毎

月
第
3
土
曜
日

▼
内
容

基
礎
を
学
び
な
が
ら
短

歌
を
詠
む

▼
講
師
高
橋
美
恵
子
さ
ん

▼
受
講
料
年
4
、0
0
0
円

▼
申
し
込
み
3
月
22
日
c
か
ら

y
市
民
プ
ラ
ザ

1
22
｜

4
2
0
0

▼
と
き
4
月
2
日
g
か
ら
毎
月
2

回
午
後
7
時
〜
9
時

▼
と
こ
ろ
わ
く
わ
く
新
庄

▼
内
容
抹
茶
、
煎
茶
の
作
法

茶
道
教
室

短
歌
入
門

▼
講
師
大
泉
妙
子
さ
ん

▼
会
費

月
1
、5
0
0
円（
茶
・
菓

子
代
込
）
▼
持
ち
物

白
い
靴
下
、

ハ
ン
カ
チ
、
扇
子

▼
定
員
先
着
15
人

▼
申
し
込
み
3
月
25
日
f
ま
で

y
わ
く
わ
く
新
庄
1
23
｜

0
1
9
7

ビ
ー
ズ
教
室

▼
と
き
3
月
29
日
c
午
前
10
時
〜

▼
講
師
土
井
か
お
る
さ
ん

▼
材
料
代
5
0
0
円

▼
定
員
10
人

ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
教
室

粘
土
で
食
べ
も
の
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き
3
月
30
日
d
午
前
10
時
〜

▼
講
師
井
上
美
貴
子
さ
ん

▼
材
料
代
1
、3
0
0
円

▼
定
員
15
人

※
い
ず
れ
も
会
場
は
ゆ
め
り
あ
体

験
館
で
す
。

春
休
み
手
作
り
教
室

in
体
験
館

林
市
出
身
）

▼
受
講
料
月
2
、0
0
0
円

y
最
上
地
区
日
中
友
好
協
会
事

務
局

1
22
｜

3
5
8
0

▼
対
象
ど
な
た
で
も

▼
と
き

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時

〜
8
時
30
分

▼
と
こ
ろ

市
民
プ

ラ
ザ
▼
講
師
海
老
名
美
愛
さ
ん

▼
会
費

月
1
、5
0
0
円
程
度（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

y
ア
ン
ニ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
・
阿
部

1
25
｜

2
2
8
0

▼
と
き

6
月
6
日
b
〜
8
日
d

（
2
泊
3
日
）
▼
行
き
先

伊
豆
大

島
▼
料
金
5
2
、8
0
0
円

▼
定
員
先
着
90
人

▼
申
し
込
み

4
月
6
日
d
ま
で

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
ま
た
は
役
員
へ

第
17
回
新
庄
市
高
齢
者

友
好
の
旅

韓
国
語
講
座

y
新
庄
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

1
23
｜

4
6
1
3

▼
受
験
資
格

昭
和
51
年
4
月
2

日
〜
昭
和
59
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
人
／
昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
大
学
を
卒
業
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人

▼
受
付
期
間

4
月
1
日
f
〜
15

日
f

▼
1
次
試
験
6
月
12
日
a

y
新
庄
労
働
基
準
監
督
署

1
22
｜

0
2
2
7

▼
と
き

3
月
27
日
a
午
前
6
時

30
分
〜
11
時

▼
と
こ
ろ

遊
学
の

森（
金
山
町
）
▼
内
容

か
た
雪
わ

た
り
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
▼
参
加
費

8
0
0
円
▼
定
員

30
人
▼
申
し

込
み
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で

y
遊
学
の
森

1
64
｜

3
3
0
5

か
ん
じ
き
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

募集

シネマ・アベージュ最新映画情報
○ハウルの動く城／13：00～、15：40～
○北の零年／9：30～、18：10～
◎シネマ・アベージュ128-8884

▼
申
し
込
み
3
月
23
日
d
ま
で

y
語
ら
い
長
屋

1
23
｜

1
4
3
4

▼
と
き

①
3
月
23
日
d
、
②
3
月

24
日
e
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
ぱ
そ
こ
ん
寺
子
屋

▼
内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し

む
た
め
の
初
心
者
向
け
講
習

▼
受
講
料
無
料
▼
定
員
各
8
人

▼
申
し
込
み
3
月
17
日
e
ま
で

※
無
料
託
児
あ
り
ま
す
。

y
新
庄
Ｔ
Ｃ
Ｍ

1
28
｜

8
3
1
9

▼
と
き
4
月
18
日
〜
18
年
3
月
27

日
の
毎
週
月
曜
日﹇
初
級
﹈午
後
6

時
〜
7
時
、﹇
中
級
﹈午
後
7
時
〜

8
時
▼
と
こ
ろ
山
形
新
聞
・
山
形

放
送
最
北
総
支
社（
小
田
島
町
）

▼
講
師

高
橋
沙
愛
さ
ん（
中
国
吉

中
国
語
会
話
入
門
講
座

マ
マ
ナ
ビ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会

この調査は、福祉行政に役立た
せるため毎年実施しています。ご協
力をお願いします。
○対　象 一人暮らし老人世帯や

老人夫婦世帯など
○期　間 3月22日C～4月10日A

○内　容 生活状態など
○調査員 民生児童委員が訪問し

ます
◎詳しくは、福祉事務所高齢障害支
援室へ。 1内線552

在宅高齢者基礎調査
にご協力を

・ら・せ

春彼岸市
○とき 3月13日A～20日A

午前9時30分～午後6時
○内容 彼岸用花、彼岸向け食品、惣
菜・漬物などの加工品、ハウス野菜、
きのこなどの販売

旧節句のひな祭り
○とき 3月27日A

午前9時30分～午後6時
○内容 節句用くぢら餅、蒸ようかん、花
などの販売、食べ物屋台（焼きおにぎ
り・おでん）、甘酒サービスと花苗プレ
ゼント

◎詳しくは、産直まゆの郷1 23-5007、
農林課農林振興室1内線261へ。

至鮭川村 

陸羽西線 

至飛田 川西町 

下西山 

●
あ
た
ご
町 



SHINJO INFORMATION

スギヒラタケ
安全性が確認されるまで
食べないでください
◎厚生労働省

3月のお・知

17 広 報 3.9  2005

▼
と
き

3
月
28
日
b
午
前
10
時

30
分(
15
分
前
に
集
合
）

▼
と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

▼
持
ち
物
印
鑑
・
免
許
証
な
ど

※
当
日
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

y
税
務
課
納
税
室
1
内
線
1
4
7

住
宅
金
融
公
庫
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
民
間
金
融
機
関
の
住
宅
ロ
ー

ン
で
最
長
35
年
間
の
長
期
固
定
金

利
で
す
。
中
古
住
宅
の
取
得
も
対

象
で
す
。

▼
融
資
限
度
額

最
高
5
、0
0
0

住
宅
ロ
ー
ン「
フ
ラ
ッ
ト
35
」

電
話
加
入
権
の
公
売

万
円
▼
保
証
料
・
繰
上
返
済
手
数

料
0
円

y
住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

1
0
2
2
｜

2
2
7
｜

5
5
5
4

▼
対
象
人
事
労
務
関
係
・
職
業
相

談
業
務
担
当
者
な
ど
▼
と
き

4

月
9
日
〜
7
月
30
日
の
原
則
毎
週

土
曜
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
全
19
回
）
▼
と
こ
ろ
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
山
形
セ
ン
タ
ー（
山
形

市
）
▼
受
講
料
9
6
、0
0
0
円

▼
定
員
先
着
20
人

y
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

1
0
2
3
｜

6
4
7
｜

0
3
0
3

４
月
か
ら
法
定
外
公
共
物（
里

道
・
水
路
・
た
め
池
な
ど
）の
管

法
定
外
公
共
物
の

取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

養
成
講
座

お知らせ

理
・
処
分
を
担
当
す
る
機
関
が
変

わ
り
ま
す
。

▼
管
理
機
関

法
定
外
公
共
物
と

し
て
機
能
を
有
す
る
場
合
＝
市
、

機
能
を
喪
失
し
て
い
る
場
合
＝
山

形
財
務
事
務
所

y
山
形
財
務
事
務
所
管
財
課

1
0
2
3
｜

6
4
1
｜

5
1
7
7

5
月
2
日
b
か
ら
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
が
移
転
し
、
山
形
県
総
合

交
通
安
全
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
業

し
ま
す
。
新
庄
警
察
署
で
の
免
許

更
新
手
続
き
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

▼
窓
口
業
務
の
変
更

①
平
日
の

更
新
受
付
時
間
を
午
前
と
午
後

に
拡
大
、
②
日
曜
日
の
更
新
免
許

証
の
即
日
交
付
な
ど

y
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

1
0
2
3
｜

6
5
5
｜

2
1
5
0

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

固定資産に関する情報を開示します

国民健康保険証の異動手続きを忘れずに

催し
など

「スマトラ島沖地震救援義援金」受付1月31日Bまで◎日赤新庄市地区122-5797

縦覧帳簿の縦覧
土地・家屋価格等縦覧帳簿により自

己資産以外の評価額も見ることができ
ます。なお、プライバシー保護のため所
有者の氏名、住所、課税標準額は記
載されません。縦覧できる人は、市内に
土地・家屋を有する納税者です。
○期間 4月1日F～5月31日C

平日午前9時～午後4時（手数料無料）
○ところ 税務課課税室（本庁舎1階西）
○必要なもの 免許証・保険証など身分
を証明できるもの

就職または退職したことで、国民健康保険を脱退・加入した場合や遠隔地で国
民健康保険証を使用している学生が卒業した場合は、異動の届け出が必要です。
忘れずに手続きしてください。
○受付 市民課　　◎詳しくは、健康課国保医療室へ。1内線512・517

固定資産課税台帳の閲覧
自己資産の情報を確認できるととも

に、借地・借家人なども使用・収益部分
を閲覧できます。
閲覧できる人は固定資産の所有者・

納税義務者です。それ以外の人が閲覧
する場合は、代理人選任届が必要です。
（縦覧期間中の4月1日～5月31日は無
料です）

◎詳しくは、税務課課税室資産税担当
へ。 1内線144・145

「素晴らしき郷土遺産＝民具の世界その1」
◎詳しくは、歴史センターへ。 122-2188

「雪調と民芸品の歴史」
「ぬくもりある手作り木工品展」

◎詳しくは、雪の里情報館へ。122-7891

市民プラザが高齢者向けに開催している
各種講座の活動成果を披露します。

はつらつ詩吟クラブ

¡と き 3月15日C午前10時～

はつらつカラオケクラブ

¡と き 3月16日D午前9時30分～
¡ところ いずれも市民プラザ大ホール
◎入場無料です。詳しくは、市民プラザへ。

122-4200

¡「ワンピース オマツリ男爵と秘密の島」
10：00～、12：30～「スウィングガール
ズ」15：00～　¡とき 3月19日G

¡ところ 市民文化会館大ホール
¡前売券 一般1,300円、小中学生800円
◎詳しくは、新庄専門店会へ。122-6833

ひなめぐりは家 を々回りおひなさまを眺め
春の訪れを楽しむ新庄の風物詩。おひなさ
まを飾りますのでどうぞご覧ください。
¡と き 4月1日F～3日A

¡ところ 中心街の商店や旅館など約20件
◎詳しくは、新庄TCMへ。 128-8319

図鑑／もがみ体験館
使わなくなった図鑑（昆虫、生物、星座

など）を無償で譲ってください。いただいた
図鑑は標本箱ととともに、たくさんの来館
者に利用してもらう予定です。（事前に必ず
連絡ください）

ストリートギャラリー展示作品
ゆめりあストリートギャラリー（東口連絡

通路内）のショーケースに展示する作品（絵
画、写真、陶器、織物など）を募集します。
◎詳しくは、ゆめりあへ。 128-8888

ゆめりあで募集します

新庄まちなか“ひなめぐり”

春休み映画上映会

はつらつクラブ発表会

3月末まで開催中
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「
将
来
を
見
す
え
た
人
づ
く
り
」

市
の
長
期
教
育
プ
ラ
ン「
い
の
ち
輝
く
新
庄
も
み
の
木
教
育
プ
ラ
ン
21
」は
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の
十
年
間
の
計
画
で
す
。

評
価
と
改
善
を
取
り
入
れ
な
が
ら
充
実
し
た
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

今
回
は
、
今
後
十
年
の
教
育
の
視
点
を
紹
介
し
ま
す
。

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会

の
成
熟
化
に
伴
い
、
心
の
豊
か
さ
や
生

き
が
い
を
求
め
る
人
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
涯
学
習
の
基
盤

を
整
備
す
る
こ
と
は
、
学
習
者
の
自
己

実
現
だ
け
で
な
く
、
青
少
年
の
健
全
育

成
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
な
ど
に
と
っ

て
重
要
で
す
。

小
・
中
学
校
で
は
、
生
涯
学
習
を
進
め

る
う
え
で
基
礎
と
な
る
能
力
を
育
成
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
」を
推
進
し
、
学
校
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
関
係
機
関
が
連
携
し
、

お
互
い
の
交
流
の
中
で
夢
の
あ
る「
ま
な

び
の
ま
ち
」づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
社
会
を
見
す
え
て

市
で
も
少
子
化（
合
計
特
殊
出
生
率

1
・
7
6
）、
高
齢
化（
高
齢
化
率
2
3
・

2
％
）が
進
ん
で
い
ま
す
。
少
子
化
は
、

親
密
な
ふ
れ
あ
い
の
中
で
個
性
や
能
力

に
応
じ
た
教
育
が
で
き
る
好
機
で
あ
る

反
面
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
わ
る
体
験

や
良
い
意
味
で
の
競
争
の
機
会
が
減
少

し
、
親
の
過
干
渉
な
ど
、マ
イ
ナ
ス
の
影

響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
教
育
か
ら

引
き
継
ぐ
べ
き
課
題

市
は
こ
の
十
年
、「
命
の
尊
厳
を
根
底

に
す
え
た
心
の
教
育
の
充
実
」
を
最
大

の
教
育
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。「
生
命
」を
大
切
に
す
る
こ
と
は

人
と
し
て
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

そ
こ
に
根
ざ
し
た
心
の
教
育
は
、
今
後

も
引
き
継
ぐ
べ
き
大
切
な
課
題
で
す
。

現
在
、
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
さ
ま

ざ
ま
な
答
申
が
次
々
と
出
さ
れ
て
い
ま

す
。「
21
世
紀
を
切
り
拓
く
心
豊
か
で
た

く
ま
し
い
日
本
人
の
育
成
」に
向
け
、
各

種
の
答
申
を
踏
ま
え
て
課
題
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
た

ち
の
学
力
や
体
力
の
向
上
、
市
民
の
生

涯
学
習
の
振
興
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
置
な
ど
に
よ
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
環
境
づ
く
り
は
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
課
題
で
す
。

豊
か
な
学
習
社
会
の
構
築
を
願
っ
て

少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
社
会

な
ど
、
社
会
・
経
済
構
造
が
変
化
す
る

中
、
常
に
新
し
い
知
識
や
技
術
の
習
得

そ
こ
で
、
家
庭
こ
そ
が
人
格
形
成
に

と
っ
て
最
も
大
切
な
場
で
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
を

取
り
除
き
、
子
ど
も
を「
地
域
の
宝
」「
地

域
の
一
員
」と
し
て
育
ん
で
い
く
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
適
正

な
規
模
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
を
図
る

「
食
」は
い
の
ち
を
育
む
原
動
力
で
す
。

若
い
人
た
ち
の
不
規
則
な
食
生
活
や
偏

っ
た
栄
養
摂
取
な
ど
は
、
心
と
体
の
健

康
を
脅
か
し
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を

図
り
、
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
の
事
件
・
事
故
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
毎
日
安
心
し
て

通
学
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（
新
庄
市
教
育
委
員
会
） ▲祖父母参観でのなしだんご飾り（北辰小）

日
本
国
土
の
基
本
測
量
図
を
作
成
す

る
建
設
省
の
国
土
地
理
院
は
、
明
治
初

年
に
内
務
省
地
理
局
と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
現
在
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
地
図

は
、
明
治
期
こ
ろ
に
調
査
測
量
さ
れ
た
も

の
が
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

新
庄
・
最
上
地
方
の
本
格
的
な
地
図

と
し
て
は
、
二
十
万
分
の
一
の
地
図
が

明
治
二
十
七
年
十
月
に
、
五
万
分
の
一

は
、
大
正
二
年
の
も
の
が
最
も
古
い
よ

う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、明
治
二
十
七
年
、

全
国
八
番
目
の
基
線（
三
角
測
量
の
基

準
と
な
る
線
分
）が
新
庄
に
設
置
さ
れ

（
塩
野
原
基
線
）、
そ
の
三
角
点（
一
等
基

点
）が
現
在
も
仁
田
山
地
内
と
昭
和
地

内
に
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
も
の
で
現
存

し
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
貴
重
な
史
跡

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
正
二
年
の
地
図
で
は
、

杢
蔵
山
が
現
在
の
と
お
り「
杢
蔵
山
」と

表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
古
く
は
、
地
元
で

は「
木
　
山

も
っ
か
つ
さ
ん

」と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
の

明
治
か
ら
大
正
期
の
地
図
作
成
の
折
、

変
更
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
新
聞
な
ど
で
は
、
例
え
ば
大
正
十

五
年
に
な
っ
て
も「
海
抜
三
千
八
百
尺
の

木
　
山
突
破

新
庄
の
ス
キ
ー
マ
ン
が
」

と
い
う
見
出
し
の
よ
う
に
、「
木
　
山
」と

表
記
さ
れ
て
お
り
、
一
般
に
は
ま
だ
ま
だ

木
　
山
・

杢
蔵
山
と

麓

「望知翔ちゃん」の誤りでした。おわびして訂正します。

新庄市の教育―今後１０年の視点

葛 

葛 葛

葛

葛
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最
上
地
区
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し

て
い
る
高
校
生
の
交
流
と
今
後
の
活
動

へ
の
意
欲
向
上
と
方
向
性
を
探
る
た

め
に「
最
上
地
区
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
四
年
前
か
ら

最
上
教
育
事
務
所
が
青
少
年
の
社
会

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
年
二
回

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
二
回
目

の
交
流
会
は
、
高
校
生
が
主
体
と
な

り
自
発
的
に
実
行
委
員
会
を
つ
く
り

「
伝
え
て
い
こ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
学

ぶ
楽
し
さ
を
」を
テ
ー
マ
に
自
ら
企
画

し
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
三
十
二
人
が
参
加
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
原
点
と
し
て
福
祉
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
車
い
す
・
盲
人
・

老
人
の
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
問
題
点
を
出
し
合

い
、
そ
の
解
決
策
や
改
善
方
法
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
社
会
福
祉
士
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
車
い
す
体
験
や
目
か
く

し
を
し
て
の
視
覚
障
害
者
体
験
、
体
の

自
由
を
拘
束
す
る
老
人
体
験
ス
ー
ツ
を

着
て
の
高
齢
者
擬
似
体
験
と
、
車
い
す

の
介
助
に
つ
い
て
実
習
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
は「
日
ご
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

側
で
あ
る
私
た
ち
が
、“

さ
れ
る
側‘

に

な
ろ
う
と
い
う
企
画
が
あ
り
ま
し
た

が
、
経
験
者
に
し
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
違
う
視
点
か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
企
画
を
通
し
て
知
ら
な
い
人
た

ち
が
交
流
で
き
た
こ
と
で
、
最
上
地
区

で
の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
よ
り
活

発
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
」と
感
想
が
聞
か
れ
、
相

手
の
側
に
立
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

BOOKS
NOW!

～図書館はオアシス～

今月のおすすめ

Pようちえんのいちにち………ふじたひおこ
Pそばせい（落語絵本9）……川端　　誠
P砂漠の王国とクローンの少年…ナンシー・ファーマー
P最新ロボット図鑑2005……PHP研究所
Pどこどこ ここ・ここ …………五味　太郎
P僕の行く道 ……………………新堂　冬樹
Pピーコとサワコ…………………………ピーコ
P祝言（御宿かわせみ傑作選 2）…平岩　弓枝
Pダブルプレー ……ロバート・B・パーカー
P司馬さんは夢の中 …………福田みどり
P「血脈」と私 ……………………佐藤　愛子
Pももこの21世紀日記 N’04 …さくらももこ
P豚を盗む ………………………佐藤　正午
Pこの子はこの子でいいんだ。私は私でいいんだ。
―これで、子どもの未来が輝く― 明橋　大ニ

P陸奥・出羽・斯波・最上一族 …七宮　　三
P天馬、翔ける 上下巻 ……安部龍太郎
Pコイノカオリ ……………………角田　光代
P年金月21万円の海外暮らし実現ガイド …立道　和子
Pもっと、生きたい………………………Yoshi
P瑠璃の契り（旗師・冬狐堂）…北森　　鴻
モノ語り一題ニ話………………太田垣晴子
Pギネス世界記録 2005…クレア・フォルカード
P剣客商売―濡れぎぬ― …鳥羽　　亮
Pサラリーマンパパの育児は楽しい! …中根　治夫
P白の咆哮 ………………………朝倉　祐弥
P職業・柔道家 …………………吉田　秀彦
P工学部・水柿助教授の逡巡…森　　博嗣

新着図書

●今月のテーマ展示●

『郷土出版物』
今月は、郷土出身作家、研究者、在郷作

家による出版物の展示です。｢作品は読んだ
ことがあるけれど、地元にゆかりの人とは知らず
にいた｣ということもあるのではないでしょうか。
ぜひお子さんと一緒にご覧ください。郷土

作家の作品を見て子どもたちが郷土に誇りを
持ってくれればと思います。

永遠に一人の女性を愛する男性の
姿を、詩的な筆致でつづった究極の
純愛小説。全米250万部のベス
トセラー。映画化され2005年
新春、日本公開と同時に話題
沸騰。シニア・シルバー世代の
男性に感動の涙を流させたラブスト
ーリー。

伝えていこう
ボランティアで学ぶ楽しさを!
～最上地区ヤングボランティア交流会「伝ボラ」～

『きみに読む物語』
ニコラス・スパークス著

▲指導を受けながら車いす体験

●開館時間 午前10時～午後6時
●休 館 日 毎週月曜日、祝日、年末年始

そ
の
名
の
ほ
う
が
通
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。「
木
　
山
」と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

葛く
ず

の
た
く
さ
ん
咲
き
乱
れ
る
山
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
郷
土

の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
象
徴
で
あ
る

嶺
金
太
郎
の
創
刊
し
た
郷
土
雑
誌『
葛

麓
』は
、
そ
の

の
山
の
麓
で
あ
る
新
庄

の
里
の
意
味
で
あ
る
し
、
小
磯
国
昭
の
雅

号
の「

山
」も
木
　
山
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
名
は
大
昔
か
ら
変
わ

ら
な
い
も
の
と
は
限
ら
ず
、
歴
史
上
幾
度

か
改
称
さ
れ
る
場
面
に
遭
遇
し
て
き
て
い

る
。
現
在
の
、
市
町
村
合
併
に
よ
る
新
市

町
村
名
な
ど
も
そ
の
例
で
あ
る
が
、
地
名

が
そ
の
地
の
歴
史
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
。

※
ご
愛
読
い
た
だ
い
た「
地
名
伝
説
」シ

リ
ー
ズ
は
、
ひ
と
ま
ず
今
回
で
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
市
史
編
さ
ん
室
）

お知らせ版1月25日号キッズアルバムに掲載した「望知翔ちゃん」は

澤倖

葛

葛

葛

葛

葛

葛
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再生紙100％と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています

冬も元気
いっぱい！

～第34回新庄雪まつり～

41,284人（41,501人）
女 21,505人（21,608人）

世帯数 13,490世帯（13,443世帯）

1月の異動

出　生 00,033人（00,029人）

死　亡 38人（00,040人）

転　入 59人（00,065人）

転　出 60人（00,077人）

※（ ）は1年前の住民基本台帳

男 19,779人（19,893人）

クイズ

｢かむてん｣は｢神室の天狗｣をイメージして新庄市出身の漫画家・
冨樫義博さんに描いていただいたキャラクターです。さて問題で
す。冬期間の雪の処理として正しいのはどれでしょう。①敷地内
の雪は道路に出しておく、②流雪溝には機械で投雪しない、③雪
を投げ終わったら流雪溝にふたをしない／はがき・ファクス・eメ
ールに「①答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤電話番号、⑥広報紙
を読んでの感想など」を書いて、〒996‐8501新庄市企画調整課
市民協働広報室あて、3月25日まで応募してください。
ファクス 22-0989／eメール kikaku＠city.shinjo.yamagata.jp

2月号の正解は｢③ラジオなどで正しい情報を確認する｣でした。広報2月号を
読んだ感想から紹介します。「“まつりを支える人々”を読むたびに、母がわたし
にいろいろ教えてくれた新庄まつりの由来を改めて思い出します。接引寺の
お地蔵さんのお話しも“なぜ口にあんこをつけているのか”母に聞いたことが
ありました。代々絶やすことなく、新庄まつりの話を語り継いでいってもらいた
いと思います」
3月号では、5人に図書券をプレゼントします。

子どもたちに雪国に生まれた誇りと夢をと始められた新庄
雪まつり。今年のテーマは「ふみだせ 夢のつもるまち」。す
もう大会、雪合戦、かるた取りなどの雪上運動会に子ども
たちは元気いっぱい。夜には花火も打ち上げられ、新庄
まつり250年祭をアピールするステージが行われました。

表 　 紙
の

写 　 真

1月末現在の新庄人

新庄まつり250年祭をPR（2月12日／雪まつり特設ステージ）

故
郷
を
離
れ
る
と
、
新

庄
ま
つ
り
ほ
ど
郷
愁
を
さ

そ
う
も
の
は
な
い
と
い

う
。
歴
史
セ
ン
タ
ー
に
常

設
展
示
さ
れ
た
、
画
家
・

近
岡

次
郎
氏
も
、
新
庄

を
こ
よ
な
く
愛
し
た
一
人

で
あ
る
。
数
多
く
の
新
庄

の
風
土
を
描
い
て
い
る

が
、
文
化
会
館
の
ど
ん
帳

の
絵
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
も
み
の
木
と
山
車
と

の
大
胆
な
構
図
と
豊
か
な

色
彩
の
融
合
は
、
有
無
を

言
わ
せ
ぬ
迫
力
で
せ
ま
っ

て
く
る
。

し
か
し
、
原
画
を
見
て

驚
い
た
。
一
尺
×
三
尺
ほ
ど
の
小
さ
な
作
品
な
の
に
、
緻
密
と

丁
寧

て
い
ね
い

と
に
尽
き
る
絵
で
あ
っ
た
。
銀
紙
の
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
金
紙

を
配
し
、
な
ん
と
、
小
さ
く
刻
ん
だ
多
色
の
紙
片
を
無
数
に
配
し

て
い
た
。
そ
の
一
枚
一
枚
に
、
故
郷
新
庄
を
想
う
心
が
満
ち
て
い

た
。
あ
る
い
は
、
故
郷
を
離
れ
た
人
た
ち
み
ん
な
の
、
想
い
の
あ

り
っ
た
け
が
、
ど
ん
帳
に
な
っ
た
、
と
も
・
・
・
。

ふ
と
、
画
面
か
ら
お
囃
子
と
小
若
の
か
け
声
が
聞
こ
え
た
。

（
絵
と
文
＝
加
藤
良
哉
）

～新庄まつり250年祭シリーズ～ 
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